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6. 小形昆虫に対する殺虫剤の微亙局所施用法◆ 北方節夫 ･椎野明椛 ･/lu:'古畑- (火花農残せ株式
会社 忠邦研兜所)38.5.21.交Fl!

小形昆虫に適用しうる殺虫剤の徴曳局]-rr施用袋田と方法を考案確立し.ツマクロヨコバイ成虫を用い

て2,3の実験をおこなちたi.この虫の malathionおよび Sevinに対する感受性には雌雄要が認め

られ 雌は雄より感受性が低かった.また田場から採集した個体群と累代飼育した個体群との間の感

受性や,野外個体群における感受性が季節 (世代)的に変動するj:うな傾向は認められなかった.

近年,我が国においても有機合成殺虫剤の広暇な班

用に伴い,員作物召虫の殺虫剤拡抗性に関するWlIiの

現われる額皮が相加し始めた印,14,16･18･19･20,26･27,28･37)

内外,とくに米国ではすでに昆虫の殺虫剤拡抗性に関

する兆聯データの必要性を認め.米国昆虫学会内に捺

印試験方法確立委員会が設田され,Reynolds委員長

によって凸作物召出の抵抗性決定のための班畔試験方

法が諭試され,その総説の全文が石非 ･田沢10)によっ

てはん訳された.Reynoldsの給諾削こ田柄されている

ように,恩作物苦虫はその程堺が多いことと,その告

虫の大きさや珪卵生頂において広い変異があることを

考えると,殺虫剤た対する感受性あるいは抵抗性のレ

ベルを確立するための突放宝的方法はできるだけ統一

されたしかも坪聯化され.たいろいろなテクニックが利

用されなければならない.この総説にも提案されてい

るように,局所施用法は按聯試験方法としての発作を

満足させるもので,きわめて有用な方はである.すな

わち,tの方法は経折的で,きわめて小爪の水物で事

足りること,処邦の迅速さ,実験室ごとに一致した再

現性のある結果がえられる等多くの利点がある.

局所施用にもちいられるmicrometersyringeやそ

の一般的使用方法については,多くの研死者叫 ,守,22,30)
によって記述されている.しかしその方法は一般にイ

エバエMuscadomesiica,ワモンゴキプ1)PcriPlanela

ameyicana,チャバネゴキブ1)Blaltel/agermanica,

クロカメムシScotinoPhayaLurida,ニカメイガChito

suPPressalis, コナマダラメイガ Ez'hcsiiacのflctta

その他鱗題目,鞘題目昆虫等の比較的虫体の大きい偶

作を対象としたもので,我が国の稲作主要告虫のヨコ

バイ･.ウンカ塀のような小形昆虫に通用しうる微丑局

所班挺ないし蔑用法に関する報告は Hewlett一,8)の方

班を除いては比較的少いようである.Hehrlettの装置

･方法は著者らのひとり小島の実見によればこの目的

にきわめて利JT]皮の高いものであるが,その設降に多

初の締門を必要とするめが難である.

Y.:itTらは,数咋乃は り小形昆虫に殺虫性薬物を迅速

に鮎川するための孤托局所施用袋田および方法を考案

検討し,2,3の実的なおこない,i..:-T･の成約をえたの

で.ここにその約1王を1榔7け る次郡である..

本文に入るにJRYLで,,この研究にtq,力された当研死

所rn申文一凪 Ill崎純一瓜 上郎みつ-7･根に感謝の意

を訪王する.

実験材料および方法

供拭昆虫 '.この大敗にももいたツマグロココバイ

NePhotetti･rbiPu〝cEatusは,1960咋4月以来当研死

所のバイオトロンのm宅で尉 ℃飼育した小田原系統A

の個附fYL8)と,1960咋6月から1961年9月の実験期間

中にそのつど神奈川県小田原田国府搾付近のγ〉ンゲ畑,

水稲苗代あるいは水田より採果した野外の個体群であ

ち.

供試薬剤 :実験にもちいた malathionは搭出カラ

ム･クロマトグラフ法によって,Sevinは結晶法定よ

って精製したものを班用した.上記の殺虫剤はアセト

ンtly'7{紋としてもちいた.

実験装置と方法 ::汚和らの微爪用JVr地F71は･は,桝試

r毛虫を "探集う冷却麻酔-〉空気ホルダーにより虫体支

持装fZに移すう微量局所施用う飼育容器に移す"の頓

序で操作するもので,次の各班田を考案作成した.す

なわも,,実験法EP'tEiの全員は第1図に示す通りである.

供試昆虫の採集や取 り扱いには,付属器具として第

2図に示すような化学分析実験の際にもちいられてい

る抽出用円筒ろ紙 3.5×12cm を内蔵した吸虫管を使

用する.

m和37咋4月1日,日本応用動物昆虫学会昭和37年度大会において発衣した.
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Fig･1･ Theviewofexperimentalapparatusformicro-topICalapplicatlOn.

Fig･2･ Suctionco一lectorcontalning filterpaperfortestinsects,

冷却麻酔装芯はユニハーサル ･ホモジナ イザーの杓

月J約1iA噂を利用するか,節3脚 こ'Jり L･うに多少収

Fig.3. Refrigerator(madeofstainlesssteel)

fol.anaeSthetiz,ingInsects.
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良を加えたrl.jJrYのステンレス魁冷却剛を作出 し,榊イ｣-

コップTJgにttJ冊y'紙 (3×10cm)を入れ,れ却hMIには

減刑として抑氷と食H.忘とを入れてHm/)紙IJgの舶度を

リマJ/.Uヨコバ･tの助命には 0--5Cに探す,,供試

J玉虫を辿統麻酔する上うに した.ツマ ゲロヨコバイ成

虫0)ように所動的な比虫は,まず節 2榊の円筒ろ紙内

Jl';R槻虫哲に眺試昆虫を採集 し,1牧山管内の山を冷戚川

で冷却麻酔 した後.冷月り床朴装肌に移す 上うに-)ると

取 り扱いが容易である

IJEr坑水ル '/-は眺試地山を敏速に日,つ碓*･tr(.Jに山体

文持仏imこ椎すための傑作托HlC･,山林にiij -.ll･をJjLえ

ない しうに するたLV,ヒンセッ トの代 ()に桃川するもの

どを'′:I.'JH',(い､ル J/-比内稚2.5mmのガラス門を鮒

･llL,そ0)/̂刷なrlJV)r〉かにjL.めたものなどニ-ル符

に辿糾 し,申冊に沈/<t伽をhWとし.その'Rをノ畑 己ホン

ーjH二はべ/J･=Jミニ′くッ /I(ヤマ ト別学W,1,繊株式会祉

魁)に掘純 したも0)で 1'r1.3.そ して空/ZL.ホルダーのガ

ラス門の/R抑 これ月順 粋 した鵬砿庄山をIiLjiずつ吸,fI･
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Fig･4･ Apparatusforsuppo一･tingslllallinsects

Fig･5 AnenlaT･gedviewshowingthecontactpaT･tOrtestinsecta-1dtipofneedle.

させて移動挽作する

虫体支持娘疋亡は節4図に示すように l=繋榔分が 5rl

に分岐 した嶺偶数の小腎でできていて,その先恥 こ1

頚ずつ供試昆虫を吸/了保持できるようにしてある.こ

の払位の一別は空気ホルダーと同様に ビニール門で水
流ポンプまたはベテラミニバックに迎糾 して事,ら.供
試昆虫の冷却麻酔妓刑から虫休女将矧｢ト の移刺操作

は空気ホルダ-によっておこない,供試昆虫の下腹部

を虫休支持独rLYtの虫体文持ロに怖く掘 触 させると同時

に,塗/;式ホルダーの吸引空気を一時的に遮断すること

によって供:試昆虫を支持姓掛 こ配位す る ことが で き

る･なおこの虫休支持装掛 ま顕微鏡の微動娘旧に取 り

付けてあってFru後7-L右に移刺させることができるが,

卜下移動は任意に手動でおこなわなければならない.

この):itこついては,Hewlett46)耶 ad)usとabletable

を利用することがetJ.ましい,微!T洞J-97鮎川後,山休･k

柑 tの伺下にきれいなろ紙を;-'･'ほ ,虫休文持仏1Fト の

l剛 l'JT.(ほ 一時的に遮断すれば,兆披処刑の終わった

帆 TJM 血 .･i･一度に虫休支持狼だとからはずすことができ

ち.

この徴硫柑所触用法掛 ま California Equipment

Labot'atoryCo･魁の micrometersyringe を他用

し.節目叫の tうに木製の同定付 こ臓に'nLci記した,こ

の micrometersyringetH IHJ指が 0.I/Ll0)射 tk'fl,

即 し出･jL:)I.-ーきこい/J.Uと.試昆山と柁触-)る糾い

針の光はTl-:治 してできi'[け､仔に帆 ､て山休を協つけ

ないようにした.そ して針は下JJ'(二80-85使曲げた.

Fig･6 Glasscontainel･forrearinginsects
aftertreatment.
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tJも試昆虫と針先の抜触部位を拡大写f壬で示すと,第5

回の迫りである.喜郎父は眺誠frtl山の.Tu的背部に浴剤の

形饗米欧を除いてlWL当り0.5/LLずつ用所舶用した.

処即徐,tluiJ:見出はm'6F14に示すように食桝刷物と

して水稲Tl'1'(2本)を入れた7.'sさ15cm.内行4cmの

ガラス魁'Bru引こ10Wlずつ収容し,2411IjI.Ti俄 にJJi夕は 調
jlEした.火映は7'T..1度25°C.田係氾Jfi:50,% 内外のtl177ul

出でJ3こなった.なおツマグロヨコバイ成山の殺山剤

に対する娼受性検淀に際しては,池'1;'I1tll.!比に50yTlず

つtlヒ試し,/少くとも4つの肌収段l粥をとって火映した.

芽2山剤のLLi物.TJ蚊のkJin王は.Blissl)のプロビッ トIL･に

よって盤F担した.

実験結果および考察

ツマグロヨコバイ成虫に対する箱却麻酔および溶剤

の影響 :昆虫の麻酔方法には,冷却,エーテルおよび

炭酸ガス麻酔等いろいろの手法･がもちい られている

が,そのうち炭恨ガスによる山桃麻酔が経抗的で,安

全且つ政利であるといわれている22).しかし-Y,:者らは

狭いfti氾室内で炭慨ガスを戊哨JLil迎純的に放11収 用す

ることは保馳砧/B上恕彩鰭をJJiじないとも旺!らないの

で,より安全で放り扱いもmIllな砕氷と企仙 こよる杓

却麻酔ガu;･を採用した.

また伯)桝r舶用u三の村山剤lfT{披.ラ..相即IJの777'剤にはアセ

トン,キシレン,エチルアルコール,ベンゼン等がも

ちいられているが,これらの押l'剤の中ではアセトンが

多くの化合物を溶解し,その折脈皮も大きく,昆虫に

対するiii作用も少く,見出作へのWu!れも良く,比校的

揮発性で,施用後昆虫体裁より速やかに'1..Lil'111するので,

現在多くの研究室で使用されている22).昆山におよぼ

す麻酔や浴剤の影響については.良沢紬,柄井 ･飛

鳥31),鶴岡 ･杉山36),Hurst6)のイモバエの研究,

ShermanandHayakawa33,31)のセンチニクバエおよ

びアズキゾウムシの研究があるが.冷却麻酔をほどこ

したツマグロヨコバイに対するアセトンの影響をしら

べた結果は第 1表の通りである.第1表において施用

32

孟0としるしたものは,ツマグロヨコバイ成虫を 0-

-5oCに30分間冷却麻酔した個附拝を示すもので,24

時間後わ死亡率は雌雄成虫とも2,%以下であった.し

たがって,冷却麻酔による致命的影響はないものと考

えられる.

つぎにアセトンの彫皆については,雌個体1琉当り

1.0/Lt局所鮎川した個体肺では24時間後に10,% を越

える死亡坤;がみられ,供試薬剤の浴剤としてアセトン

を班川した場合,1.OfLLの処矧 ま適当なものとは云え

ない..しかし0.5FLlの処刑であれば.節1=iiにみられ

るように雌舵いずれの成虫に対してもアセトンのTl3YI-:

用は比較的少く,7tl拍足しうるものと考えられる.

ツマグロヨコバイ成虫の薬剤に対する感受性の嘩杜

差 ･.殺虫剤の生物試験に関与する謂要因については,

孤が国でもいろいろと論議されているが15･17･25･29,32,35),

生物学的要因のひとつとして,非剤に対する感受性が

雌と椛とで央なることは,昆虫だけでなく生物界のJt:A

池した'-Ejl実としてよく知られている.昆虫は薬剤の班
矧 こよって雄の万が雌よりも感受性が低いものも,雌

雄差のあまり認められないものもある.しかしこのよ

うな例は比校的少く,一般に昆虫は穀虫剤に対して雌

の方が雌より感受性が低いようである.ところで,ツ

マグ｡ヨコバイについてはすでにILl田12)がJTUri法によ

る malathionに対する鳩受性を調べ,雌の雌に対す

るLCBOおよびLC的の比は体式における雌雄の比より

大きいことを述べている.また祁刑 ･宮殿2)はKerr)3)

の方法を改変した局所施用はによりツマグロヨコバイ

成虫の非剤感受性を雌雄別に調べているが,その結果

は一般に椎の万が雌よりも感受性が拭い傾向を示しで

いる.こjlJらの汽料を除いて.ツマグロヨコバイ成山

の薬剤に対する感受性の雌蛾三三について検討した相田

は見当らない.

那2故山.よび那7図はmalathionおよび Sevinに

対するツマグロヨコバイ成虫の感受性の雌雄差をしら

べた結果である.成虫1頭当りのLD与0は,malathion

では,雌で 0.0033FLg.枕で 0.0014FLg.Sevinでは,

Table1. Toxicityofacetonetoadultsofthegreenriceleafhopperbymicro-topical
application.

0 1.7

1.8



防 虫 科 学 耶 28 番-I

Table2. Dosage･mortalityregressionequationofadultsofthegreenriceleafhopper
tomalathionandSevinappliedtopicallylnaCetOne.

S
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t!7
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"de .二 m!e/0

O,0 0I 0之 0.3 0.4 05 O6 07

D占sageinlogarithms(FLglO3/adult)
Fig.7. Dosage･mortalityregressionlines

indicatingthedifferenceinsusceptibility
ofadultsfemaleandmaleofthegreenrice

leafhoppertomalathionandSevin.

雌で 0.0024Fig,雄で0.0010FLgであり,感受性はい

ずれの恭剤に対しても雌の方が椛よ[)約2.4倍低かっ

た.しかし生体ililg当りに換許した場合には,感受

性は雌の方が雄よりmalathionに対して約 1.6倍,

Sevinに対して約 1.4倍低い憤向を示した.このよう

に薬剤に対する感受性が雌雄により差のみられること

については,現在までいろいろと解釈されており,イ

エバエについては長沢23,21),松原21)がその要因につい

て評細に納じている通りであるが,ツマグロヨコバイ

の雌雄差の要因については明らかでなく,今後検討す

る必要がある.

ツマグロヨコバイ成虫の茶剤に対する感受性の季節

的変動 :2世代あるいはそれ以上の世代を経過する昆

虫の薬剤に対する感受性が世代の糊迎によって只なる

ことも考えられるが,この間血に関する研兜印掛 ま比

較的少なく,柁爪 ･両村7,8)のニカメイガ幼虫の para･

thionに対する!･B受性の松代芸三について研兜した棚/ii･

がみられるに過ぎない.ツマグロココバイは本邦では

咋 4-51は代を経過することが知られているが.近irl

湖山剤紙抗性ツマグ｡ヨコバイのIl例 が糾/Bされるよ

うになった現状にかんがみl･18･19).ッマグロヨコバイの

兆刑抵抗性あるいは地城性等の生物検定をおこなうTJ'u

Tよble3. The'seasonal･fJuctuationinsusceptibilityoffemaleadultsofthegreenrice
ledfhoppertomalathionandSevinappliedtopicallyinacetone.
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●Theseinsectswererearedsuccessivelyfromgenerationtogenerationunderthecondition
inthebiotronat24-260Candday･lengthof16hours.

… ∂-regressioncoefficient.
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挺条件として,この虫の炎剤に対する感受性が季節的

(世代)に変動しているか否かを調べておくことは謎本

的間組である.

したがって,著者らはこの関越について検討すると

同時に.田助から定湖的に採火した個体群とバイオト

ロンにおいて射 ℃飼育した個体群とのFalの糸剤に対す

る感受性の差異についてもしらぺてみた.実験結氷は

邦3炎に示す通りで,ツマグロヨコバイ成虫の mala･

tbionおよびSevinに対する感受性は当地方では季節

的にも,また野外の採巣個体群とバイオトロンの飼育

個体群との閲にもあまり大きな差異は認められなかっ

た.したがって,ツマグロヨコバイ成虫の糸剤に対す

る感受性は世代によって著しく変動するようなことは

ないものと推察される.同様な実験結果が最近,細田

･宮原2)によって明らかにされた.

摘 要

小形昆虫とくにツマグロヨコバイやウンカ類の虫体

に薬物の一定出を正確に且つ迅速に徽塁局所施用する

ための失敗泣出および方法を考究し,その詳細を記載

した.

本紙による尖奴結氷の再現性は高く,新殺虫物質の

スク･)-ニンJ/,昆山の炎剤抵抗性検定等の生物試験

IJi班のひとつとして役立つものと考えられる･

本紙によってツマグロヨコバイ成虫のmalathionお

よび Sevinに対する嘘受性の雌雌丑をしらべた括弧

雌は雄より感受性がtliv､帆袖を示した･

ッマグロココバイ成虫の malathionとSevinに対

する感受性が季節 (世代)によって変動するものか苗

かを,田場から定規的に採袋した個体群を用いて検討

すると同時に,バイオトロンで累代飼育した個体群と

も比悦した.その結果ツマグロヨコバイ成虫の上記糸

剤に対する感受性には季節的にも,田切採柴個体がと

か的 仰他作との脚 こも差異は認められなかった･
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Sunm&ry

Tocarryoutexactlythetopicalapplicationof

minuteamountoftoxicantsonthesurfaceof

selectedpartsofsmallinsects,especiallythe
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greenriceleafhopper,Ne♪hoLeftixcincticcf･sUhler

andtheplanthoppers,theexperimentalapparatus

andmethodsweredevised,andthedetailswere

givenhere.Thismethodisadvantageousinthe

followingpoints;verysmallamountoftoxicant

isneeded.treatmentisrapidandobtainedresults

arereproducible. Accordingly.itisconsidered

I,obeusefulforthebiologicaltestmethodon

screeningofnewinsecticidesandthedetection

ofinsecticidalresistanceofinsects.

Bioassaywascarriedoutunderthecondition

of25oCand50% relativehumidity. Usingthis

method,thedifferencesonthesusceptibilities

tomalathionandSevinbetweenfemaleandmale

adultsofthegreenriceleafhopperwereinvesti･

gated,andfoundtllatthefemale adults had

lowersusceptibilitythanthemaleadults.

Usingthefemaleadultsofgreenriceleafhopper

collectedregularlyfrom thefieldinKozu,Oda-

waracity.Seasonalfluctuationsofsusceptibility

tomalathionandSevinwereinvestigated. At

thesametime,theseresultswerecomparedwith

theresultstestedwiththefemaleadultsofgreen

riceleafhopperrearedsuccessivelyfromgeneral

tiontogenerationinthebiotronofToaAgricu･

IturalChemicatShstituteatOdawara.Fromthe

aboveresults,itwasfoundthatanydifference､

wasnotrecognizedontheseasonalfluctuations

ofsusceptibilitiesofthe testinsectsto the

insecticidesmentionedabove,andthesuscepti.

bilitiesofbothinsectshadalsonodifferenceat

all.

OntheSynergiAticEffectofSyntheticSynergl8t80n1-NAphtttylN-metltylc8rb8m8te.Studies

onSynergistforInsecticides,ⅩXtIL HiromichiM T̂RUJl̂Tu (DepartmentofAgricultural

Chemistry,FacultyofAgriculture.GifuUniversity)ReceivedMay30.1963.Botyu･Kagaku,

28,35,1963.(withEnglishresume,39)

7. llNApIlthylN-nethylぬrhmate に対する合成共力剤の共力効果について (出典の

共力剤に関する研雅 邦23報)★松原弘道(岐L;i大学 見学郊 n芸化学教範)38.5.30.受刑

アカイエカの幼虫に対するノックダウンおよび致死効米によって 1-naphthylN-methylcarbamate

に対する各班合成共力剤の共力効果を研究した.一般に木殺虫剤のノックダウン効力へのtJも拭5兆力

刑の火力効果はそれらが barthrinや dimethrinに対する糊介よI)まき1),またその致死効力への

それらの火力効果は4ピレス｡イドに対する場合よりはるかに火 さいのを認めた.

Carbamate系殺虫剤 1-naphthylN-methylcarba.

mate(以下Sevinと称す)は出芽…および燐を合有しな

い倣 !3位抜触剤で速効性l)と残効性をそなえ. ツーマグ

ロヨコバイ,ウンカ,アプラムシおよびコナカイガラ

ムシなどに僚れた効果を示し,また天敵を殺さないと

いう特性をもつことから新しい型の殺虫剤として注目

されているものである.本剤に対する非力剤の作用に

ついては投初 Moorefield2,8)は 3-isopropylphenyl

N-methylcarbamate,3-tert.-butylphenylN-me･

thylcarbamate,Sevin,isolanおよびprolanのような

carbamate系殺虫剤のイエバエ (Muscadomestica)

に対する致死効力-piperonylbutoxide.sesoxane,

sulEoxide,n-propylisorneゴーJtよぴ sesamineoil

extracti'vesのような methylenedioxyphenyl兆を

もつ pyrethrinsの共力剤が火力効鵜をもっことな和

ILfiL,Eldefrawielal.1,8)はDDTISよぴパラチオン

F._&受性ならびに抵抗性イエバエを用いてSevinにJH-

るSesoxaneJSよび3,4-methylenedioxyphenylben-

zenesulfonateの八･力効果を研兜し,両共力剤が低濃

度でもSevinの効力を讃しく増進する撃を観察し,抵

抗性イエバエの防除に希望を与えるものであることを

指摘した.Speirs8)はコクヌス トモドキに対し同様に

Sevin-sesoxaneの混合剤が有効であることを報告し,

Georghiouetal.7)はイエバエを用い pyrethrinsの

共力剤であるoctacblorodipropyletherがcarbamate

殺虫剤に強い共力効果をもつことを発見している.普

た最近Shorey8)はSevinに対するpiperollylbutoxide

および Octaclllorodipropyletherの共力作用をシャ

クト.)ムシおよびヨトウムシの幼虫を用いて研究I,し共

jJ効米のあることを観察し,ColeandClark9)はコロ

モジラミ(Pcdicutush.h;Lmanis)の成虫および卵に

対する Sevinの効力- sulfoxideおよび piperonyl

butoxideが払い火力効果を示すことを報Li;･している.

以上の詩作研'兜に.J',･いて何れも共力剤としてsafroxan

+ホr)F兜の既A(は日本旗芸化学会中部支部節34P:JJ例会(1963咋5Jj)でiWLl.(した.
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